
(57)【要約】

【課題】

　容器胴体と容器底部とが分離せず組立の容易な容器を

低コストで提供することである。

【解決手段】

　上下端が開口した水平断面多角形の筒形容器胴体３０

と、前記容器胴体３０の水平断面と相似形の多角形容器

底部４０とからなる組立容器１０において、容器胴体３

０を構成する各側面の下端縁に内側上方に向けて受片を

連設し、容器底部の多角形各辺に下方に向けて垂下片を

連設し、各受片と各受片に対向する各側面とから形成さ

れる隙間に垂下片を挿入することにより容器底部４０と

容器胴体３０とを嵌合し、さらに一の受片の上端縁に外

側下方に向けて係合片を連設し、前記受片と対向する垂

下片の下端縁に内側上方に向けて係合片を連設し、両係

合片の係合により容器底部４０と容器胴体３０とを常態

で分離しないように構成したのである。

【選択図】図１

JP 2006-143255 A 2006.6.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 下 端 が 開 口 し た 水 平 断 面 多 角 形 の 筒 形 容 器 胴 体 と 、 前 記 容 器 胴 体 の 水 平 断 面 と 相 似 形
の 多 角 形 容 器 底 部 と か ら な り 、 容 器 胴 体 を 構 成 す る 各 側 面 の 下 端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 受
片 を 連 設 し 、 容 器 底 部 の 多 角 形 各 辺 の 一 以 上 の 辺 に 下 方 に 向 け て 垂 下 片 を 連 設 し 、 各 受 片
と 各 受 片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 に 垂 下 片 を 挿 入 す る こ と に よ り 容 器 底 部
と 容 器 胴 体 と を 嵌 合 し 、 さ ら に 一 の 受 片 の 上 端 縁 に 外 側 下 方 に 向 け て 係 合 片 を 連 設 し 、 前
記 受 片 と 対 向 す る 垂 下 片 の 下 端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 係 合 片 を 連 設 し 、 両 係 合 片 の 係 合 に
よ り 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 と を 常 態 で 分 離 し な い よ う に し た 組 立 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 下 端 が 開 口 し た 水 平 断 面 多 角 形 の 筒 形 容 器 胴 体 と 、 前 記 容 器 胴 体 の 水 平 断 面 と 相 似 形
の 多 角 形 容 器 底 部 と か ら な り 、 容 器 胴 体 を 構 成 す る 各 側 面 の 下 端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 受
片 を 連 設 し 、 容 器 底 部 の 多 角 形 各 辺 の 一 以 上 の 辺 に 下 方 に 向 け て 垂 下 片 を 連 設 し 、 各 受 片
と 各 受 片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 に 垂 下 片 を 挿 入 す る こ と に よ り 容 器 底 部
と 容 器 胴 体 と を 嵌 合 し 、 一 の 垂 下 片 を 各 受 片 と 各 受 片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る
隙 間 内 に 固 着 し た 組 立 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 受 片 の 隣 接 す る 側 縁 同 士 を 一 体 に 連 結 し た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 立 容
器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 粉 粒 体 の 薬 品 等 を 収 納 す る 組 立 容 器 、 と く に 大 形 の 組 立 紙 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 粉 粒 体 の 薬 品 等 を 収 納 す る 容 器 と し て 、 円 筒 形 容 器 胴 体 の 下 端 縁 に 円 形 の 容 器
底 面 を 取 り 付 け た も の が よ く 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 容 器 胴 体 が 円 筒 形 で は 折 り た た む
こ と が で き ず 嵩 張 る た め 、 内 容 物 を 収 納 し て い な い 場 合 に も 保 管 や 輸 送 の コ ス ト が か か る
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 頂 部 お よ び 底 部 が 開 口 し た 筒 状 の 箱 本 体 、 お よ び こ の
箱 本 体 の 底 部 に 取 着 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 底 面 材 か ら な る 容 器 本 体 な ら び に こ の 箱 本 体 の
頂 部 に 嵌 合 す る 蓋 体 か ら 構 成 さ れ た 組 立 型 箱 状 容 器 で あ っ て 、 箱 本 体 は 水 平 断 面 の 形 状 が
Ｎ 角 形 で あ り 、 Ｎ 個 の 側 胴 面 と 、 各 側 胴 面 の 下 端 部 か ら 延 び 、 内 側 に 折 り 曲 げ ら れ 、 ２ つ
の 側 面 と 端 面 を 有 す る 舌 片 と か ら 構 成 さ れ て お り 、 底 面 材 は 、 箱 本 体 の 断 面 形 状 と 略 相 似
形 の Ｎ 角 形 の 平 面 形 状 を 有 す る 底 面 部 本 体 と 、 こ の 底 面 部 本 体 の 各 辺 か ら 下 方 に 延 び る 垂
下 片 と 、 底 面 部 本 体 の 下 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 底 面 部 本 体 よ り も わ ず か に 外 形 の 小 さ い 板 紙
体 か ら 構 成 さ れ て お り 、 組 立 型 箱 状 容 器 の 組 立 時 、 底 面 材 の 垂 下 片 は 箱 本 体 の 側 胴 面 と 舌
片 と の 間 に 形 成 さ れ た 空 間 内 に 収 納 さ れ 、 底 面 材 の 底 面 部 本 体 は 舌 片 の 端 面 に よ っ て 支 持
さ れ 、 か つ 、 舌 片 の 端 部 は 底 面 材 の 垂 下 片 と 板 紙 体 の 端 面 と の 間 に 形 成 さ れ た 空 間 内 に 収
納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 組 立 型 箱 状 容 器 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 容 器 の 組 立 お よ び 組 立 解 除 が 容 易 と な り 、 内 容 物 を 収 納 し
て い な い 場 合 に は 、 底 面 材 を 箱 本 体 か ら 取 り 外 し 、 箱 本 体 を 折 り た た む こ と が で き る た め
、 嵩 張 ら ず 保 管 や 輸 送 の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 上 記 し た 構 成 で は 、 容 器 の 組 立 を 解 除 し て 折 り た た む 場 合 、 容 器 胴 体 と 容 器 底 部
が 分 離 す る た め 一 方 を 紛 失 し や す く 、 ま た 、 組 立 の 際 に 別 体 の も の を 組 み 合 わ せ る 必 要 が
あ る た め 手 間 が か か り 作 業 能 率 が 悪 い 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 底 面 部 本 体 の 下 面 に 板 紙 体 を
貼 り 付 け 、 そ れ に よ っ て 箱 本 体 の 下 端 部 か ら 延 び る 舌 片 を 支 え る 構 成 の た め 、 底 面 部 が 複
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雑 と な り コ ス ト が か か る 問 題 が あ る 。 し た が っ て 、 い ま だ 改 善 の 余 地 が 残 さ れ て い る と い
え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 で 作 業 能 率 等 を 考 え て 容 器 胴 体 と 容 器 底 部 と を 一 体 に 形 成 す る こ と も 考 え ら れ る が
、 こ の 場 合 材 料 取 り が 悪 く 生 産 コ ス ト が 高 騰 す る 問 題 を 抱 え て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ １ ３ ０ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で こ の 発 明 の 解 決 す べ き 課 題 は 、 容 器 胴 体 と 容 器 底 部 と が 通 常 の 使 用 状 態 で 分 離 せ
ず 組 立 容 易 で あ り 、 し か も 簡 単 な 構 造 で 十 分 な 強 度 を 有 す る 組 立 容 器 を 低 コ ス ト で 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 は 組 立 容 器 に つ い て 、 上 下 端 が 開 口 し た 水 平 断
面 多 角 形 の 筒 形 容 器 胴 体 と 、 前 記 容 器 胴 体 の 水 平 断 面 と 相 似 形 の 多 角 形 容 器 底 部 と か ら な
り 、 容 器 胴 体 を 構 成 す る 各 側 面 の 下 端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 受 片 を 連 設 し 、 容 器 底 部 の 多
角 形 各 辺 の う ち 一 以 上 の 辺 に 下 方 に 向 け て 垂 下 片 を 連 設 し 、 各 受 片 と 各 受 片 に 対 向 す る 各
側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 に 垂 下 片 を 挿 入 す る こ と に よ り 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 と を 嵌 合 し
、 さ ら に 一 の 受 片 の 上 端 縁 に 外 側 下 方 に 向 け て 係 合 片 を 連 設 し 、 前 記 受 片 と 対 向 す る 垂 下
片 の 下 端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 係 合 片 を 連 設 し 、 両 係 合 片 の 係 合 に よ り 容 器 底 部 と 容 器 胴
体 と を 常 態 で 分 離 し な い よ う に 構 成 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 組 立 容 器 に つ い て 、 上 下 端 が 開 口 し た 水 平 断 面 多 角 形 の 筒 形 容 器 胴 体
と 、 前 記 容 器 胴 体 の 水 平 断 面 と 相 似 形 の 多 角 形 容 器 底 部 と か ら な り 、 容 器 胴 体 を 構 成 す る
各 側 面 の 下 端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 受 片 を 連 設 し 、 容 器 底 部 の 多 角 形 各 辺 の 一 以 上 の 辺 に
下 方 に 向 け て 垂 下 片 を 連 設 し 、 各 受 片 と 各 受 片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 に
垂 下 片 を 挿 入 す る こ と に よ り 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 と を 嵌 合 し 、 一 の 垂 下 片 を 各 受 片 と 各 受
片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 内 に 固 着 す る 構 成 と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 上 記 し た 受 片 に つ い て は 、 隣 接 す る 側 縁 同 士 を 一 体 に 連 結 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 の 受 片 の 上 端 縁 に 外 側 下 方 に 向 け て 係 合 片 を 連 設 し 、 前 記 受 片 と 対 向 す る 垂 下 片 の 下
端 縁 に 内 側 上 方 に 向 け て 係 合 片 を 連 設 し 、 両 係 合 片 の 係 合 に よ り 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 と を
連 結 す る こ と に よ り 、 容 器 胴 体 と 容 器 底 部 が 通 常 の 使 用 状 態 に お い て 分 離 す る こ と が な い
た め 、 一 方 を 紛 失 す る こ と は な く 、 ま た 、 組 立 も 一 挙 動 で で き る た め 作 業 能 率 が 向 上 す る
。 さ ら に 、 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 を 別 体 で 製 造 す る た め 、 一 体 に 成 形 す る 場 合 に 比 べ て 材 料
取 り に お け る ロ ス が 少 な く 、 生 産 コ ス ト を 低 廉 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 の 垂 下 片 を 各 受 片 と 各 受 片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 内 に 固 着 す る こ と
に よ り 、 容 器 胴 体 と 容 器 底 部 が 分 離 す る こ と が な い た め 、 一 方 を 紛 失 す る こ と は な く 、 ま
た 、 組 立 も 一 挙 動 で で き る た め 作 業 能 率 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 を 別 体
で 製 造 す る た め 、 一 体 に 成 形 す る 場 合 に 比 べ て 材 料 取 り に お け る ロ ス が 少 な く 、 生 産 コ ス
ト を 低 廉 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 受 片 の 隣 接 す る 側 縁 同 士 を 一 体 に 連 結 す る こ と に よ り 、 各 受 片 が 容 器 材 料 の 持 つ
弾 性 に 起 因 し て 対 向 す る 各 側 面 か ら 離 間 す る 方 向 へ 戻 る の を 防 止 す る こ と が で き 、 保 形 性
を 持 た せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 組 立 の 際 に 手 間 取 ら ず 作 業 能 率 が さ ら に 向 上 す る
。 ま た 、 受 片 と 各 受 片 に 対 向 す る 各 側 面 と か ら 形 成 さ れ る 隙 間 に 垂 下 片 を 挿 入 す る 際 に 、
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緩 み が 生 じ る こ と な く 容 器 底 部 と 容 器 胴 体 と を 強 固 に 結 合 さ せ る こ と が で き る た め 、 組 立
容 器 の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 受 片 に 保 形 性 を 持 た せ て い る た め 、 従 来 の よ う
に 容 器 底 部 の 裏 側 に パ ッ ト を 貼 り 付 け る な ど し て 受 片 の は ず れ を 防 止 す る 必 要 が な い 。 そ
の た め 容 器 底 部 の 構 造 が 簡 単 で 済 み 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 組 立 容 器 １ ０ は 、 側 面 胴 体 を 構 成 す る 容 器
胴 体 ３ ０ と 、 底 面 を 構 成 す る 容 器 底 部 ４ ０ と 、 上 端 の 開 口 を ふ さ ぐ 容 器 蓋 ２ ０ と か ら な る
。 組 立 容 器 １ ０ は 平 面 視 正 八 角 形 で あ り 、 容 器 胴 体 ３ ０ は ８ つ の 側 面 ３ １ か ら な る 筒 状 体
で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 容 器 底 部 ４ ０ の 展 開 図 を 表 す 。 図 の よ う に 、 正 八 角 形 の 底 面 ４ １ の ８ つ の 辺 の
う ち １ つ 置 き の 対 向 す る ４ 辺 に 垂 下 片 ４ ２ が 連 設 さ れ て お り 、 さ ら に １ つ の 垂 下 片 ４ ２ の
端 縁 に は 係 合 片 ４ ３ が 連 設 さ れ て い る 。 底 面 ４ １ と 垂 下 片 ４ ２ と の 境 界 に は 、 折 れ 線 ４ ４
が 形 成 さ れ 、 垂 下 片 ４ ２ と 係 合 片 ４ ３ の 境 界 に は 折 れ 線 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 容 器 底 部 ４ ０ は 、 図 ３ の よ う に 、 底 面 ４ １ の 四 辺 か ら 垂 下 片 ４ ２ を 折 れ 線 ４ ４ に 沿 っ て
下 方 に 折 り 曲 げ 、 さ ら に 、 係 合 片 ４ ３ を 垂 下 片 ４ ２ の 端 縁 か ら 折 れ 線 ４ ５ に 沿 っ て 内 側 上
方 に 折 り 曲 げ て 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 容 器 胴 体 ３ ０ の 展 開 図 を 表 す 。 図 の よ う に 、 容 器 胴 体 ３ ０ は 、 短 冊 状 で ほ ぼ 同
形 の ８ つ の 側 面 ３ １ の 側 縁 同 士 を 連 設 し 、 そ の １ 側 縁 に 接 続 し ろ ３ ２ を 連 設 し 、 さ ら に 側
面 ３ １ の 下 端 縁 に は 受 片 ３ ３ が 連 設 さ れ 、 一 の 受 片 の 下 端 縁 に は 係 合 片 ３ ４ が 連 設 さ れ た
構 成 と な っ て い る 。 こ こ で 、 隣 接 す る 受 片 ３ ３ 同 士 は 一 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 側 面 ３ １ 同 士 お よ び 側 面 ３ １ と 接 続 し ろ ３ ２ お よ び 受 片 ３ ３ 同 士 の 境 界 に は 、 折 れ 線 ３
５ が 形 成 さ れ 、 側 面 ３ １ と 受 片 ３ ３ と の 境 界 に は 、 折 れ 線 ３ ６ が 形 成 さ れ る 。 折 れ 線 ３ ５
と 折 れ 線 ３ ６ と の 交 差 点 は 、 折 り 曲 げ を 容 易 に す る た め に ひ し 形 あ る い は 将 棋 の 駒 形 の 折
曲 孔 ３ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 受 辺 ３ ３ と 係 合 片 ３ ４ と の 境 界 に は 、 折 れ 線 ３ ８ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 側 面 ３ １ 上 端 中 央 に は 、 組 立 容 器 １ ０ を 把 持 す る た め の 角 丸 ６ 角 形 の 把 持 孔 ３ １ ａ
が 組 み 立 て た 時 に 対 向 す る よ う に ２ つ 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 ８ つ の 側 面 ３ １ の う ち １
つ 置 き の ４ つ の 側 面 ３ １ に つ い て 、 下 端 中 央 に 側 面 ３ １ と 受 片 ３ ３ と を 接 着 す る た め の 接
着 部 材 ３ ９ が 貼 付 さ れ て い る 。 な お 、 接 着 部 材 ３ ９ は 、 両 面 に 接 着 剤 を 塗 布 等 し た 厚 み の
あ る ボ ー ル 紙 等 か ら 形 成 さ れ て い る 。 厚 み は １ ０ ｍ ｍ 位 が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 容 器 胴 体 ３ ０ は 、 以 下 の 手 順 で 作 成 さ れ る 。 ま ず 、 図 ５ （ ａ ） の よ う に 、 係 合 片 ３ ４ を
折 れ 線 ３ ８ に 沿 っ て 受 片 ３ ３ の 接 着 部 材 ３ ９ 貼 付 側 の 面 に 向 け て 折 り 返 す 。 次 に 受 片 ３ ３
を 折 れ 線 ３ ６ に 沿 っ て 、 側 面 ３ １ の 接 着 部 材 ３ ９ 貼 付 側 の 面 に 折 り 返 し 、 接 着 部 材 ３ ９ に
貼 付 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 つ ぎ に 、 図 ５ （ ｂ ） の よ う に 、 側 面 ３ １ を 折 れ 線 ３ ５ に 沿 っ て 折 り 返 さ れ た 受 片 ３ ３ が
内 側 と な る よ う に 折 り 返 し 、 最 後 に 、 接 続 し ろ ３ ２ と 他 端 の 側 面 ３ １ と を 接 着 剤 等 に よ り
貼 付 す る 。 こ の よ う に し て 図 ５ （ ｃ ） の よ う に 、 平 面 視 正 八 角 形 の 筒 状 容 器 胴 体 ３ ０ が 組
み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 上 記 し た よ う に 、 折 れ 線 ３ ５ と 折 れ 線 ３ ６ と の 交 差 点 に は 折 曲 孔 ３ ７ が 設 け ら れ
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て い る た め 、 組 立 の 際 の 折 り 曲 げ が 容 易 に 行 え る 。 ま た こ こ で 、 接 着 部 材 ３ ９ を 貼 付 し な
い 側 面 ３ １ と 、 対 向 す る 受 片 ３ ３ 、 お よ び そ の 両 側 の 接 着 部 材 ３ ９ の 貼 付 に よ る 接 着 に よ
り 閉 じ ら れ た 側 面 ３ １ 、 受 片 ３ ３ と か ら 図 ５ （ ｄ ） の よ う に 、 ポ ケ ッ ト ３ ３ ａ が 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 容 器 蓋 ２ ０ の 展 開 図 を 表 す 。 図 の よ う に 、 正 八 角 形 の 頂 面 ２ １ の ８ つ の 辺 に 側
片 ２ ２ が 連 設 さ れ て お り 、 組 み 立 て た と き 対 向 す る 側 片 ２ ２ の う ち １ 組 に は 、 角 丸 ６ 角 形
の 把 持 孔 ２ ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 側 片 ２ ２ の 隣 接 す る 側 縁 の 一 方 に は 、 接 続 し ろ
２ ３ が 連 設 さ れ て い る 。 頂 面 ２ １ と 側 片 ２ ２ と の 境 界 は 折 れ 線 ２ ４ を 形 成 し 、 側 片 ２ ２ と
接 続 し ろ ２ ３ の 境 界 は 折 れ 線 ２ ５ を 形 成 す る 。 把 持 孔 ２ ２ ａ は 、 後 述 す る よ う に 、 容 器 胴
体 ３ ０ の 側 面 ３ １ の 把 持 孔 ３ １ ａ と 重 ね 合 わ せ 貫 通 孔 を 形 成 す る た め 、 同 形 に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 容 器 蓋 ２ ０ は 、 図 ７ の よ う に 、 折 れ 線 ２ ５ で 接 続 し ろ ２ ３ を 折 り 曲 げ 、 頂 面 ２ １ か ら ８
つ の 側 片 ２ ２ を 折 れ 線 ２ ４ に 沿 っ て 下 方 に 折 り 曲 げ 、 側 片 ２ ２ の 各 側 縁 同 士 を 当 接 さ せ た
状 態 で 接 続 し ろ ２ ３ に よ り 固 着 す る こ と に よ り 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う に し て 組 み 立 て た 容 器 蓋 ２ ０ 、 容 器 胴 体 ３ ０ 、 容 器 底 部 ４ ０ か ら 、 さ ら に 組
立 容 器 １ ０ を 組 み 立 て る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 図 ８ （ ａ ） の よ う に 、 筒 状 容 器 胴 体 ３ ０ の 開 口 し た 上 端 か ら 、 容 器 底 部 ４ ０ を 挿 入
す る 。 容 器 底 部 ４ ０ に は 上 述 し た よ う に 、 底 面 ４ １ の ４ つ の 辺 か ら 下 方 に 向 け て ４ つ の 垂
下 片 ４ ２ が 連 設 さ れ て い る と こ ろ 、 こ れ を 容 器 胴 体 ３ ０ の ４ つ の ポ ケ ッ ト ３ ３ ａ に 挿 入 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 図 ８ （ ｂ ） の よ う に 、 係 合 片 ４ ３ が 端 縁 に 連 設 さ れ た 垂 下 片 ４ ２ を 、 係 合 片 ３ ４
が 端 縁 に 連 設 さ れ た 受 片 ３ ３ と 、 受 片 ３ ３ に 対 向 す る 側 面 ３ １ と か ら 形 成 さ れ る ポ ケ ッ ト
３ ３ ａ に 挿 入 す る と 両 係 合 片 ３ ４ 、 ４ ３ は 係 合 す る た め 容 器 胴 体 ３ ０ と 容 器 底 部 ４ ０ と は
結 合 さ れ 分 離 し が た く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 図 ８ （ ｃ ） の よ う に 、 筒 状 容 器 胴 体 ３ ０ の 開 口 し た 上 端 に 、 容 器 蓋 ２ ０ を 被 せ る と
容 器 蓋 ２ ０ の 頂 面 ２ １ の 裏 面 が 容 器 胴 体 ３ ０ の 上 端 に 当 接 し 係 止 さ れ る 。 こ の 際 に 、 容 器
胴 体 ３ ０ の 側 面 ３ １ に 設 け ら れ た 把 持 孔 ３ １ ａ と 、 容 器 蓋 ２ ０ の 側 片 ２ ２ に 設 け ら れ た 把
持 孔 ２ ２ ａ を 重 ね 合 わ せ る と 貫 通 孔 が 形 成 さ れ る た め 、 容 器 を 把 持 し や す く 運 ぶ 際 の 利 便
性 が 向 上 す る 。 こ の よ う に し て 容 器 蓋 ２ ０ と 容 器 胴 体 ３ ０ と 容 器 底 部 ４ ０ と は 組 み 合 わ さ
れ 、 図 １ の よ う な 組 立 容 器 １ ０ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 組 立 容 器 １ ０ の 組 立 を 解 除 す る に は 、 組 立 と 逆 に 容 器 蓋 ２ ０ を 容 器 胴 体 ３ ０ 上 端 か ら 取
り 外 し た 後 、 容 器 胴 体 ３ ０ の ポ ケ ッ ト ３ ３ ａ か ら 容 器 底 部 ４ ０ の 係 合 片 ４ ３ が 連 設 さ れ て
い な い ３ つ の 垂 下 片 ４ ２ を 抜 き 取 り 容 器 胴 体 ３ ０ を 折 り た た む 。 こ の と き 係 合 片 ３ ４ を 有
す る 垂 下 片 ４ ２ と 係 合 片 ４ ３ を 有 す る ポ ケ ッ ト ３ ３ ａ と が 、 係 合 片 ３ ４ 、 ４ ３ 同 士 の 係 合
に よ り 結 合 し て い る た め 、 容 器 胴 体 ３ ０ と 容 器 底 部 ４ ０ と は 分 離 せ ず 一 体 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 係 合 片 ３ ４ 、 ４ ３ 同 士 の 係 合 に よ り 、 容 器 底 部 ４ ０ と 容 器 胴 体 ３ ０ と を
通 常 の 使 用 状 態 で 一 体 に す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 組 立 や 組 立 解 除 の 際 に 容 器 胴 体 ３
０ と 容 器 底 部 ４ ０ が 分 離 す る こ と が な い 。 従 っ て 、 一 方 を 紛 失 す る お そ れ は な く 、 ま た 、
組 立 お よ び 組 立 解 除 も ワ ン タ ッ チ で で き る た め 作 業 能 率 が 向 上 す る 。 ま た 、 容 器 底 部 ４ ０
と 容 器 胴 体 ３ ０ を 別 体 で 製 造 す る た め 、 一 体 に 成 形 す る 場 合 に 比 べ て 材 料 取 り に お け る ロ
ス が 少 な く 生 産 コ ス ト を 低 廉 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 隣 接 す る 受 片 ３ ３ 同 士 は 一 体 と な っ て い る た め 、 各 受 片 ３ ３ が 組 立 容 器 １ ０ の 材
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料 の 持 つ 弾 性 に 起 因 し て 、 対 向 す る 各 側 面 ３ １ か ら 離 間 す る 方 向 へ 戻 る の を 防 止 す る こ と
が で き 、 保 形 性 を 持 た せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 組 立 の 際 に 手 間 取 ら ず 作 業 能 率 が さ ら
に 向 上 す る 。 ま た 、 受 片 ３ ３ と 各 受 片 ３ ３ に 対 向 す る 各 側 面 ３ １ と か ら 形 成 さ れ る ポ ケ ッ
ト ３ ３ ａ に 垂 下 片 ４ ２ を 挿 入 す る 際 に 、 緩 み が 生 じ る こ と な く 容 器 底 部 ４ ０ と 容 器 胴 体 ３
０ と を 強 固 に 結 合 さ せ る こ と が で き る た め 、 組 立 容 器 １ ０ の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 さ
ら に 、 受 片 ３ ３ に 保 形 性 を 持 た せ て い る た め 、 従 来 の よ う に 容 器 底 部 ４ ０ の 裏 側 に パ ッ ト
を 貼 り 付 け る な ど し て 受 片 ３ ３ の は ず れ を 防 止 す る 必 要 が な い 。 そ の た め 容 器 底 部 ４ ０ の
構 造 が 簡 単 で 済 み 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 容 器 胴 体 ３ ０ と 容 器 底 部 ４ ０ と の 結 合 を 係 合 片 ３ ４ 、 ４ ３
同 士 の 係 合 に よ り 実 現 し た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 容 器 胴 体 ３ ０ の ４ つ の ポ ケ ッ ト ３ ３ ａ に
挿 入 し た ４ つ の 垂 下 片 ４ ２ の う ち の １ つ を 、 ポ ケ ッ ト ３ ３ ａ 内 に 接 着 剤 等 で 固 着 す る こ と
に よ っ て も 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 し た 組 立 容 器 １ ０ の 材 質 は ボ ー ル 紙 、 厚 紙 、 合 成 紙 な ど さ ま ざ ま な も の が 考 え ら れ
る 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 組 立 容 器 を 平 面 視 正 八 角 形 の も の と し た が 勿 論 こ れ に
限 ら れ ず 他 の 平 面 視 多 角 形 容 器 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 組 立 容 器 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 容 器 底 部 の 展 開 図
【 図 ３ 】 容 器 底 部 の 斜 視 図
【 図 ４ 】 容 器 胴 体 の 展 開 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 容 器 胴 体 の 組 み 立 て 途 中 図 、 （ ｃ ） は 容 器 胴 体 の 完 成 図 、 （ ｄ ）
は そ の 一 部 拡 大 図
【 図 ６ 】 容 器 蓋 の 展 開 図
【 図 ７ 】 容 器 蓋 の 斜 視 図
【 図 ８ 】 （ ａ ） は 組 立 容 器 の 組 み 立 て 途 中 断 面 図 、 （ ｂ ） は 係 合 部 の 拡 大 図 、 （ ｃ ） は 組
立 容 器 の 完 成 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ０ 　 組 立 容 器
２ ０ 　 容 器 蓋
２ １ 　 頂 面
２ ２ 　 側 片
２ ２ ａ 　 把 持 孔
２ ３ 　 接 続 し ろ
２ ４ 　 折 れ 線
２ ５ 　 折 れ 線
３ ０ 　 容 器 胴 体
３ １ 　 側 面
３ １ ａ 　 把 持 孔
３ ２ 　 接 続 し ろ
３ ３ 　 受 片
３ ３ ａ 　 ポ ケ ッ ト
３ ４ 　 係 合 片
３ ５ 　 折 れ 線
３ ６ 　 折 れ 線
３ ７ 　 折 曲 孔
３ ８ 　 折 れ 線
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３ ９ 　 接 着 部 材
４ ０ 　 容 器 底 部
４ １ 　 底 面
４ ２ 　 垂 下 片
４ ３ 　 係 合 片
４ ４ 　 折 れ 線
４ ５ 　 折 れ 線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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